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●
国
史
跡
棚
底
城
跡
計
画

●
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

●
み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
の
状
況
に
つ
い
て

■鶴戸  

史
跡
整
備
状
況
や
具
体
的
な
周

辺
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

■観光文化部長  

文
化
庁
や
熊
本
県
文

化
課
と
の
協
議
が
必
要
と
な
り
計
画
ど

お
り
い
か
な
い
場
合
も
あ
る
。
ト
イ
レ

計
画
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

整
備
の
中
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■鶴戸  

棚
底
城
拠
点
道
の
駅
構
想
に
つ

い
て
問
う
。
災
害
時
に
緊
急
一
時
的
避

難
場
所
、
情
報
収
集
の
場
、
災
害
対
策

本
部
と
し
て
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
防
災
拠
点
と
し
た
道
の
駅
構
想
に

つ
い
て
。

■市長  

　
道
の
駅
構
想
に
つ
い
て
は
、

市
内
７
カ
所
の
設
置
を
目
標
に
進
め
て

お
り
、
地
理
的
に
天
草
上
島
の
八
代
海

側
へ
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。
今

後
、
棚
底
城
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
を
含

む
周
辺
整
備
計
画

策
定
に
お
い
て
、

道
の
駅
候
補
の
一

つ
と
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
備

蓄
な
ど
施
設
の
防

災
機
能
に
つ
い
て
も
、
こ
の
計
画
策
定

時
に
地
域
の
方
々
や
防
災
専
門
家
な
ど

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

■鶴戸  

空
き
家
、
危
険
家
屋
の
対
応
に

つ
い
て
、
有
害
鳥
獣
が
空
き
家
や
隣
接

す
る
農
地
等
に
住
み
つ
い
て
い
る
現
状

で
あ
る
の
で
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
な
い
の
か
。

■建設部長  

管
理
不
全
の
空
き
家
に
対

し
、
特
定
空
家
等
の
認
定
や
そ
れ
に
伴

う
助
言
・
指
導
、
勧
告
、
命
令
、
代
執

行
な
ど
の
措
置
に
つ
い
て
の
検
討
及
び

特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
空
家
対
策
協

議
会
の
設
置
の
検
討
な
ど
、
対
策
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

■鶴戸  

上
天
草
地
区
の
難
聴
地
区
に
つ

い
て
、上
天
草
地
区
の
電
波
塔
は
な
ぜ
、

一
カ
所
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
。

■総合政策部長  

難
聴
地
域
は
、
倉
岳

町
、
御
所
浦
町
、
栖
本
町
。
電
波
塔
設

置
に
つ
い
て
は
、
光
回
線
が
敷
設
し
て

あ
る
の
は
有
明
町
老
岳
局
一
カ
所
の
み

と
な
っ
て
い
た
。
一
つ
の
案
と
し
て
、

御
所
浦
町
烏
峠
送
信
所
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

鶴戸 継啓
議員

●
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

●
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

●
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）に
つ
い
て

【
認
知
症
の
介
護
者
支
援
に
つ
い
て
】

■五通  

認
知
症
の
介
護
者
支
援
と
、
市

独
自
の
取
り
組
み
、
今
後
の
施
策
は
あ

る
か
。■高齢者支援課長  

経
済
的
な
負
担
軽

減
の
た
め
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）の
入
居
者
の
家

賃
・
食
材
料
費
の
負
担
軽
減
を
実
施
。

こ
の
事
業
は
14
市
で
、
本
市
の
み
が
実
施

し
て
い
る
事
業
。
ま
た
、「
見
守
り
、
声
掛

け
」が
地
域
で
広
が
る
よ
う
、
地
域
グ
ル

ー
プ
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

【
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
ご
み
出
し
支

援
に
つ
い
て
】

■五通  

熊
本
市
で
行
わ
れ
て
い
る
ふ
れ

あ
い
収
集
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き

な
い
か
。■市民生活部長  

本
市
に
お
い
て
は
、

ご
み
収
集
は
全
て
委
託
業
務
に
て
行
っ

て
い
る
。
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
「
ほ

っ
と
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
や
市
の
「
介

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」等
を
紹
介
し
て

い
る
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
更
な
る
事
業
推
進
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

【
獣
医
師
の
確
保
対
策
に
つ
い
て
】

■五通  

畜
産
農
家
が
安
心
し
て
取
り
組

め
る
た
め
の
、
将
来
に
わ
た
る
獣
医
師

の
確
保
に
つ
い
て
。

■市長  

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

各
関
係
機
関
で
の
協
議
検
討
が
は
じ
め

ら
れ
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
市
と
し
て

も
後
方
支
援
で
き
る
と
こ
ろ
は
し
っ
か

り
取
り
組
み
、
必
要
で
あ
れ
ば
国
、
県

へ
の
要
望
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

【
農
業
基
盤
整
備
の
目
標
と
計
画
に
つ
い

て
】■五通  

4
年
後
の
整
備
率
の
目
標
は
何

％
で
、
整
備
面
積
は
い
く
ら
か
。

■経済部長  

平
成
33
年
度
、
市
の
整
備

率
の
目
標
は
45
・
5
％
、
面
積
は
１
２

４
h
a
に
な
る
。

【
L
G
B
T
に
つ
い
て
】

■五通  

期
日
前
投
票
で
、
宣
誓
書
の
男

女
性
別
記
入
欄
の
削
除
等
は
、
考
え
て 

い
る
か
。■選管事務局長  

今
後
の
選
挙
に
お
い

て
、
宣
誓
書
か
ら
法
の
求
め
の
な
い
性

別
記
入
欄
の
削
除
を
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
い
て
決
定
し
て
い
る
。

■五通  

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
理
解
と

人
権
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

■市長  

本
市
が
定
め
る
各
種
申
請
様
式

の
性
別
記
載
欄
の
必
要
性
の
検
討
や
見

直
し
に
つ
い
て
、
全
庁
的
に
状
況
把
握

を
行
う
。

五通 俊作
議員

■澤井  

通
詞
大
橋
が
昭
和
50
年
に
開
通

し
43
年
が
経
過
し
た
が
、
橋
の
傷
み
が

顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
段
差
も
あ
り
デ
コ
ボ
コ
感
も
感
じ

ら
れ
る
。
橋
梁
補
修
工
事
は
直
近
で
は

い
つ
さ
れ
た
か
。

　
ま
た
、
一
番
大
事
な
本
体
部
分
に
も

サ
ビ
が
確
認
さ
れ
、
橋
の
つ
な
ぎ
目
部

分（
伸
縮
継
手
）に
つ
い
て
も
、
劣
化
が

進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
通
詞

島
の
一
番
の
生
活
道
路
に
万
が
一
の
こ

と
が
あ
れ
ば
、
大
変
な
事
態
に
な
る
。

何
十
年
後
ま
で
も
安
心
安
全
に
通
詞
大

橋
が
使
え
る
よ
う
丁
寧
な
点
検
や
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。
市
と
し
て
の
考
え

は
。■建設部長  

８
年
前
に
補
修
工
事
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
25
年
の
道
路
法

改
正
を
受
け
て
平
成
26
年
に
点
検
を
実

施
。
鋼
材
の
腐
食
、
伸
縮
装
置
の
劣
化

等
も
確
認
し
て
い
る
。
補
修
工
事
に
つ

い
て
も
、
緊
急
性
及
び
重
要
性
を
勘
案

し
な
が
ら
優
先
順
位
を
定
め
対
応
す

る
。

【
天
草
市
の
教
育
全
般
に
つ
い
て
】

■澤井  
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
、
診

断
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
数
が
増
加
し

て
い
る
。
小
中
学
校
で
は
連
携
が
と
れ

て
い
る
と
思
う
が
高
校
と
は
連
携
不
足

で
は
な
い
か
。
日
本
全
体
で
も
不
登
校

の
児
童
生
徒
数
が
増
え
続
け
て
い
る
。

天
草
市
で
の
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
数

は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。
学
校
以
外
の

学
び
の
場
の
必
要
性
を
感
じ
る
。ま
た
、

「
こ
ど
も
食
堂
、
夜
間
中
学
」
に
つ
い

て
は
ど
う
思
う
か
。

■教育部長  

特
別
支
援
教
育
で
は
、
連

携
協
議
会
を
設
け
対
応
し
て
い
る
。
各

中
学
校
で
は
、
中
高
連
絡
会
も
実
施
し

て
い
る
。
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
数
は

平
成
29
年
度
小
学
校
が
10
名
、
中
学
校

が
57
名
。
適
応
指
導
教
室
等
で
対
応
し

て
い
る
。
本
市
で
の
市
民
活
動
団
体
に

よ
る
子
ど
も
食
堂
は
把
握
し
て
い
る
。

夜
間
中
学
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い
。

澤井 一富
議員

●
五
和
町
の
通
詞
大
橋
に
つ
い
て

●
天
草
市
の
教
育
全
般
に
つ
い
て

■五嶋  
人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
一
次

産
業
、
特
に
農
業
振
興
に
対
す
る
市
長

の
思
い
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

■市長  「
一
次
産
業
の
発
展
な
し
に
天

草
の
発
展
は
な
し
」
の
強
い
思
い
の
元

に
、
農
業
の
担
い
手
対
策
を
人
口
減
少

対
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
全
力
で
推
進

し
て
い
く
。

■五嶋  

優
良
な
果
樹
園
地
等
が
放
棄
さ

れ
、
山
林
化
し
て
い
く
現
状
が
あ
る
。

管
理
で
き
な
く
な
っ
た
農
地
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
『
農
地
バ
ン
ク
』
の
設
置

が
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

■市長  

農
地
は
、
一
度
荒
廃
さ
せ
て
し

ま
う
と
、
元
の
農
地
に
復
元
す
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。
平
成
31
年
4
月
か
ら

「
天
草
市
農
地
バ
ン
ク
」
を
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
、
本
人
の
申
請

に
よ
り
「
貸
し
た
い
農
地
」
な
ど
の
情

報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
て
い
る
。

■五嶋  
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

■市長  
市
民
生
活
に
お
い
て
も
移
住
定

住
、
企
業
誘
致
等
、
本
市
の
施
策
を
進

め
て
い
く
上
で
も
重
要
と
考
え
て
い

る
。■五嶋  

通
信
環
境
の
悪
い
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の

地
域
の
中
で
要
望
の
大
き
い
地
域
か
ら

優
先
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
貰
い
た
い
。

■市長  

情
報
通
信
の
地
域
間
の
格
差

は
、
本
市
の
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
財
政
負
担
、
整
備
後
の
事
業
の

継
続
性
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
技

術
革
新
等
、
大
変
難

し
い
問
題
で
あ
る
が
、

解
決
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

五嶋 善彦
議員

●
天
草
市
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
格
差
の
是
正
に
つ
い
て

貸
し
た
い
農
地

借
り
た
い
農
家

農　地
バンク

マッチング

（登録） （申込）

（農地バンクのイメージ）

＊管理できなく
　なった農地

＊規模拡大、
　新規就農


